
「日本の食」魅力再発見
「
食
」と「
観
光
」の
連
携

実
績
積
み
上
げ
３
年
目

先
進
的
取
組
の
６
地
域

セ
ミ
ナ
ー
で
事
例
紹
介

セミナー会場（全国４ヵ所で開催）

ＴＫＰ札幌ビジネスセンター
赤レンガ前（はまなす）

※ＪＲ札幌駅　徒歩５分

【札幌会場】　月９日（水）
ＴＫＰ東京駅前カンファレンス
センター（ホール９Ａ）

※ＪＲ東京駅　徒歩１分

【東京会場】　月日（火）

ＣＩＶＩコンベンション北梅田．
Ｔ．Ｃ（）

※ＪＲ大阪駅　徒歩５分

【大阪会場】　月日（火）
ＴＫＰガーデンシティ博多
アネックス

※ＪＲ博多駅　徒歩５分

【福岡会場】　月日（木）

　田崎　真也氏
［講演者］

日本旅館協会

オ
ー
プ
ン
・
ウ
ェ
ブ
販
売
増
加

客
室
販
売

支
援
事
業
　

ビ
ッ
グ
ロ
ー
ブ
な
ど
販
路
に

会
員
に
接
続
呼
び
か
け

公的機関の活用

中
国
国
家
観
光
局
な
ど
が
水
墨
画
展

冬
季
五
輪
決
定
を
記
念

福田代行が
会長に就任

トラベル懇話会

フォーラムを開催
市場動向など解説

ＪＮＴＯ

婚
活
サ
ー
ビ
ス
業
と
連
携

佐
賀
県
　

地
方
創
生
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

外
客
向
け
災
害
情
報

ア
プ
リ
の
内
容
拡
充

観
光
庁

今
年
１
月
の
伊
豆
大
島
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
の
一
場
面
。
地
域
食

材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
づ
く
り

に
臨
ん
だ
参
加
者
ら

㊨
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
告
知
の

チ
ラ
シ

㊤
本
事
業
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

木
村
佳
乃
さ
ん

第
一
部
・
基
調
講
演

（
午
後
１
時

分
～
同
１
時

分
）

「
旅
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
食

の
重
要
性
に
つ
い
て
」

田
崎
真
也
氏
（
国
際
ソ
ム
リ
エ
協

会
会
長
）

第
二
部
・
地
域
食
材
に
つ
い
て

（
午
後
１
時

分
～
同
２
時

分
）

「
地
域
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

作
り
に
つ
い
て
」

一
般
社
団
法
人
日
本
野
菜
ソ
ム
リ

エ
協
会

第
三
部
・
事
例
紹
介
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
午
後
２
時
半
～
同
３
時

分
）

〈
事
例
紹
介
〉「
食
を
活
用
し
た
観

光
振
興
の
取
組
に
つ
い
て
」
（
取

組
地
域
／
２
地
域
よ
り
）

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

「
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光
地
域

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」

モ
デ
レ
ー
タ
ー
＝
小
谷
あ
ゆ
み
氏

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
田
崎
真
也
氏
、
日

本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会
、
取
組
地

域
２
地
域

第
四
部
・
名
刺
交
換
会

（
午
後
４
時
～
同
４
時
半
）

　
農
林
水
産
省
は
２
０
０
８
年


月
か
ら
、
国
産
農
林
水
産
物
の
消

費
拡
大
を
図
る
た
め
の
国
民
運
動

「
フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ニ
ッ

ポ
ン
」
を
推
進
し
て
き
た
。

　
「
日
本
の
食
で
お
も
て
な
し
」

事
業
は
、
こ
の
取
組
の
一
環
で
、

今
年
で
３
年
目
に
な
る
。
観
光
業

界
の
企
業
・
団
体
と
連
携
し
、
地

域
食
材
を
活
用
し
た
食
の
魅
力
を

消
費
者
に
普
及
啓
発
す
る
こ
と

で
、
国
産
農
林
水
産
物
の
消
費
拡

大
に
つ
な
げ
る
。
今
年
度
は
、
同

省
が
進
め
る
、
地
方
が
持
つ
魅
力

を
「
発
掘
」
し
、
活
性
化
に
つ
な

げ
る
事
例
を
選
定
す
る
「
デ
ィ
ス

カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
」

と
の
連
携
も
強
化
し
、
さ
ら
な
る

取
組
の
拡
大
を
図
る
。

　
観
光
に
お
い
て
、
「
食
」
は
重

要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
。
観
光

客
が
魅
力
に
感
じ
る
地
域
食
材
を

使
っ
た
食
品
や
料
理
の
魅
力
が
高

ま
り
、
注
目
が
集
ま
る
に
つ
れ
て

生
産
者
の
意
欲
も
高
ま
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

　
同
事
業
に
賛
同
す
る
企
業
・
団

体
は
「
日
本
の
食
で
お
も
て
な
し

パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
登
録
。
同

省
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
く
構
築
し
、
観
光

庁
や
市
町
村
、
観
光
協
会
な
ど
と

連
携
し
つ
つ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な

ど
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
１
～
３
月
は
、

「
観
光
分
野
に
お
け
る
地
域
食
材

の
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
を
実
践
し
て
い
る
全
国

６
地
域
に
お
い
て
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
を
実
施
。
幅
広
い
年
齢
層
か
ら

多
く
の
人
が
参
加
し
、
「
食
」
と

「
観
光
」
の
連
携
に
高
い
関
心
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
同
省
で
は
、
今
後
も
「
日
本
の

食
で
お
も
て
な
し
パ
ー
ト
ナ
ー
」

を
募
集
す
る
。
併
せ
て
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、
消
費
者
と
観
光
関
連
事

業
者
向
け
の
広
報
活
動
を
強
化
し

て
、
同
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
に

注
力
し
て
い
く
。

　
農
林
水
産
省
が
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、
土
産
店
な
ど
の
協
力
を
得
て
推
進
し
て

い
る
取
組
「
日
本
の
食
で
お
も
て
な
し
」
。

　
観
光
分
野
に
お
い
て
、
地
域
食
材
を
積
極
的
に
活
用
す
る
取
組
を
各
地
に
広
げ
て
い

る
。

　
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
推
進
し
、
よ
り
全
国
的
な
取
組
に
す
る
た
め
、
同
省
は
、
先
進

的
な
取
組
を
行
う
全
国
の
６
地
域
を
詳
し
く
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

月
よ
り
、
４
都

市
で
開
催
す
る
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
「
食
」
と

「
観
光
」
の
連
携
に
よ
る
観
光
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の
う

ち
、
国
産
・
地
域
食
材
の
活
用
に

積
極
的
な
全
国
６
地
域
（
北
海
道

富
良
野
市
、
宮
城
県
仙
台
市
、
石

川
県
金
沢
市
、
和
歌
山
県
那
智
勝

浦
町
、
山
口
県
萩
市
、
長
崎
県
雲

仙
市
）
を
選
定
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
の
取
組
に
つ
い

て
、
同
省
は

～

月
、
４
都
市

で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
内
容
を

紹
介
す
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
札
幌
・
東
京
・

大
阪
・
福
岡
の
各
都
市
で
開
催
。

参
加
対
象
者
は
自
治
体
の
観
光
部

門
職
員
や
観
光
協
会
、宿
泊
施
設
、

飲
食
業
、農
林
水
産
物
の
生
産
者
、

加
工
品
製
造
業
な
ど
関
係
者
ら
。

各
会
場
定
員
１
０
０
人
。

　
６
地
域
の
事
例
紹
介
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

「
食
」
に
関
す
る
造
詣
が
深
い
国

際
ソ
ム
リ
エ
協
会
会
長
の
田
崎
真

也
氏
を
講
演
者
に
迎
え
、
食
と
観

光
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
講
演
が

行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
野
菜

ソ
ム
リ
エ
協
会
の
関
係
者
に
よ
る

地
域
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
作

り
に
つ
い
て
の
紹
介
も
行
わ
れ

る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
各
日
午
後
１
時
～

同
４
時
半
。
参
加
無
料
。
セ
ミ
ナ

ー
の
参
加
お
よ
び
「
日
本
の
食
で

お
も
て
な
し
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
登

録
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

は
、
日
本
の
食
で
お
も
て
な
し
デ

ス
ク
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ

ー
ル
ス
霞
が
関
第
一
事
業
部
内
）

☎
０
３（
６
７
３
７
）９
２
７
３
、

ま
た
はomotenashi@bwt.jtb.jp

ま

で
。

〈〉

青木　康弘

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
者
が

金
融
機
関
と
借
入
金
返
済
に
つ

い
て
単
独
交
渉
す
る
の
は
苦
労

が
伴
う
も
の
で
あ
る
。
貸
し
手

が
も
と
も
と
優
位
な
立
場
に
あ

る
う
え
、
バ
ン
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
場
で
は
多
勢
に
無
勢
と
な

っ
て
し
ま
う
（
複
数
金
融
機
関

に
１
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
。

　
用
語
も
難
解
で
、
金
融
機
関

か
ら
要
求
さ
れ
た
事
項
が
旅
館

・
ホ
テ
ル
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
悪
影
響
を
も
た
ら
す
か
分
か

り
に
く
い
。
業
界
に
詳
し
く
な

い
担
当
者
か
ら
本
業
に
関
わ
る

指
導
を
受
け
て
無
用
な
混
乱
を

招
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
不
利
な
状
況
か

ら
脱
却
し
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
に

少
し
で
も
有
利
な
再
生
プ
ラ
ン

に
誘
導
し
て
い
く
た
め
に
は
、

私
的
整
理
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
公
的
機
関
に
相
談
す
る
と

よ
い
だ
ろ
う
。
公
的
機
関
が
関

与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
生

プ
ラ
ン
の
策
定
だ
け
で
な
く
資

料
作
成
や
金
融
機
関
へ
の
根
回

し
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。
再
生

費
用
も
一
部
補
助
金
が
得
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
公
的
機
関
と
し
て
最
も
代
表

的
な
も
の
は
中
小
企
業
再
生
支

援
協
議
会
で
あ
る
が
、
今
回
は

地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構

（
以
下
、
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
）
を
紹

介
し
よ
う
。
こ
れ
は
企
業
再
生

支
援
機
構
（
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
を
前

身
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
事
業

再
生
を
支
援
す
る
公
的
機
関
で

あ
る
。
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
は
強
力
な

債
権
者
調
整
機
能
を
持
ち
、
債

権
放
棄
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
、
金
融
機
関

か
ら
の
債
権
買
い
取
り
、
買
い

取
り
後
の
出
資
な
ど
に
よ
っ
て

支
援
を
行
う
。

　
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
の
支
援
を
受
け

る
に
は
、
検
討
開
始
後
に
策
定

す
る
事
業
再
生
計
画
が
次
の
条

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

　
１
、
生
産
性
向
上
基
準
＝
次

の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
が

必
要
。
▽
自
己
資
本
当
期
純
利

益
率
が
２
％
以
上
向
上
▽
有
形

固
定
資
産
回
転
率
が
５
％
以
上

向
上
▽
従
業
員
１
人
当
た
り
付

加
価
値
額
が
６
％
以
上
向
上
▽

上
記
に
相
当
す
る
生
産
性
の
向

上
を
示
す
他
の
指
標
の
改
善
。

　
２
、
財
務
健
全
化
基
準
＝
次

の
い
ず
れ
も
満
た
す
こ
と
が
必

要
。
▽
有
利
子
負
債
（
資
本
性

借
入
金
が
あ
る
場
合
は
当
該
借

入
金
を
控
除
）
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
に
対
す
る
比
率
が

倍

以
内
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
＝

留
保
利
益
＋
減
価
償
却
費
＋
引

当
金
増
減
）
▽
経
常
収
入
が
経

常
支
出
を
上
回
る
こ
と
。

　
他
の
公
的
機
関
と
比
べ
る
と

支
援
決
定
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
が
、
過
大
借
り
入
れ
に
悩

む
旅
館
・
ホ
テ
ル
を
早
期
に
正

常
化
さ
せ
る
手
段
と
し
て
有
効

で
あ
る
。
事
業
者
か
ら
の
直
接

相
談
も
受
け
付
け
て
い
る
の

で
、
ま
ず
相
談
し
て
み
る
の
も

よ
い
だ
ろ
う
。

　
（
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
企
画
部
部
長
）

（１０）第２８１３号 第３種郵便物認可 ２０１５年（平成２７年）９月１２日（土曜日）

　
日
本
旅
館
協
会
（
針
谷
了
会
長
）
が
実
施
し
て
い
る
客
室
販
売
支
援
事
業
「
オ
ー

プ
ン
・
ウ
ェ
ブ
」
の
販
売
実
績
が
販
路
の
拡
大
に
伴
っ
て
伸
び
て
い
る
。
今
年
１
月

に
ビ
ッ
グ
ロ
ー
ブ
の
旅
行
サ
イ
ト
が
販
路
に
加
わ
っ
て
以
降
、販
売
額
が
増
加
し
た
。

今
年
４
～
６
月
は
前
年
同
期
比
で
５
割
を
超
え
る
伸
び
率
。
７
月
に
は
セ
ブ
ン
＆
ア

イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
提
携
し
、
旅
行
サ
イ
ト
「
セ
ブ
ン
旅
ｎ
ｅ
ｔ
」
へ
の
提

供
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

会見に出席した（左から）山口知事とタレントの橋本ナ
マミさん、佐賀県出身のお笑い芸人どぶろっくの２人

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅

行
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
２
、

３
日
、
賛
助
団
体
・
会
員
を

主
な
対
象
と
し
て
東
京
都
内

の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
＝
写

真
。
市
場
別
の
旅
行
動
向
の

説
明
や
個
別
相
談
会
が
行
わ

れ
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
冒
頭
、
松

山
良
一
理
事
長
は
「
訪
日
外

国
人
２
千
万
人
の
実
現
は
手

の
届
く
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い

る
。
観
光
の
質
の
向
上
、
地

方
へ
の
誘
客
、
受
け
入
れ
態

勢
の
整
備
な
ど
、
課
題
を
解

決
し
て
旅
行
者
に
満
足
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
事
業
に
つ
い

て
は
加
藤
隆
司
統
括
理
事
が

紹
介
。
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
関
し
て
、
今
年
か
ら
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
国
の
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
事
業
の
実
施
主
体

と
な
り
、
広
告
宣
伝
事
業
な

ど
で
海
外
で
の
直
接
契
約
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を

報
告
し
た
。

　
旅
行
動
向
で
は

市
場
の

最
新
情
報
を
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
海
外

事
務
所
の
所
長
ら
が
解
説
し

た
。
訪
日
客
が
急
増
し
て
い

る
中
国
市
場
に
関
し
て
は
、

個
人
旅
行
化
の
進
展
に
対
応

す
る
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
）
や
オ
ン

ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
の
活
用
策
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
。

　
２
日
に
は
「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
観

光
立
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と

し
て
有
識
者
に
よ
る
講
演
や

パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
開
催

さ
れ
た
。

　
ま
た
、
８
月

日
に
は
熊

本
市
内
で
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
か
れ
、
市
場
別
の
旅
行
動

向
の
説
明
、
個
別
相
談
会
が

行
わ
れ
た
。

　
中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本

代
表
処
と
東
京
中
国
文
化
セ

ン
タ
ー
は
７
～

日
、
２
０

２
２
年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
地
が
北
京
市
と
張
家

口
市
に
決
ま
っ
た
こ
と
を
記

念
し
、
水
墨
画
展
「
水
墨
流

編
　
継
承
と
創
生
～
巨
石
水

墨
芸
術
展
」
を
東
京
・
港
区

の
東
京
中
国
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
い
た
。

　
中
国
美
術
家

協
会
会
員
で
陝

西
省
美
術
家
協

会
副
幹
事
長
の

巨
石
氏
に
よ
る

現
代
水
墨
画
作

品
約

点
を
無

料
公
開
し
た
。

　
７
日
、
同
セ

ン
タ
ー
で
開
い

た
開
幕
式
＝
写

真
＝
に
は
、
巨

石
氏
も
出
席
。

「
中
日
間
の
交

流
の
歴
史
は
長

く
、特
に
共
通
す
る『
文
化
』

で
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
式
典
で
は
、
参
議
院
議
員

で
日
中
友
好
会
館
館
長
の
江

田
五
月
氏
、
中
国
駐
日
本
大

使
館
文
化
部
参
事
官
の
陳
諍

氏
ら
が
来
賓
祝
辞
の
中
で
、

日
中
間
の
人
的
交
流
、
文
化

交
流
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

　
情
報
発
信
に
よ
る
地
方
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
サ
ガ
プ

ラ
イ
ズ
！
」
を
推
進
す
る
佐

賀
県
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

が
運
営
す
る
婚
活
総
合
サ
ー

ビ
ス
「
ゼ
ク
シ
ィ
縁
結
び
」

と
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
佐
賀
ご
当
地
結
び
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」を
開
始
す
る
た
め
、

３
日
に
東
京
都
内
で
記
者
会

見
を
開
い
た
。

　
あ
い
さ
つ
し
た
山
口
祥
義

知
事
は
「
佐
賀
に
あ
る
本
物

を
首
都
圏
に
伝
え
て
世
界
を

驚
か
せ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
」
と
趣
旨
を
説
明
し

た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
１
弾
と

し
て
４
、
５
日
に
都
内
で
佐

賀
県
の
職
人
や
生
産
者
、
食

や
文
化
と
出
会
う
「
佐
賀
ご

当
地
結
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
た
。
首
都
圏

の
未
婚
の
男
女
２
９
０
人

が
、
佐
賀
県
か
ら
参
加
し
た

生
産
者
な
ど
約

人
と
交
流

を
行
っ
た
。佐
賀
牛
、イ
カ
、

サ
ザ
エ
な
ど
の
ご
当
地
グ
ル

メ
が
味
わ
え
る
屋
台
を
出
店

す
る
な
ど
、
県
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２
弾

は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

よ
り
深
め
る
企
画
と
し
て

「
佐
賀
ご
当
地
結
び
旅
」
を


月

日
～

月
４
日
に
開

催
す
る
。
関
東
在
住
の
未
婚

女
性

人
を
佐
賀
に
招
き
、

地
元
の
未
婚
男
性
と
の
出
会

い
を
創
出
す
る
。
参
加
者
は

農
業
体
験
な
ど
で
佐
賀
の
日

常
を
体
験
し
た
り
、
毎
年


万
人
が
参
加
す
る
熱
気
球
の

イ
ベ
ン
ト
「
佐
賀
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フ
ェ

ス
タ
」
で
地
域
の
非
日
常
を

味
わ
う
。

　
佐
賀
を
訪
れ
た
女
性
は
佐

賀
の
良
さ
を
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
ゼ
ク
シ
ィ
縁
結
び
な
ど
の

サ
イ
ト
で
発
信
す
る
こ
と
で

地
域
活
性
化
の
手
助
け
し
、

地
域
と
の
縁
を
深
め
て
い

く
。
ツ
ア
ー
の
企
画
に
は
日

本
旅
行
と
春
秋
航
空
日
本
も

加
わ
り
、
４
社
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
む
。

　
佐
賀
県
統
括
本
部
危
機
管

理
・
広
報
課
の
松
隈
克
彦
課

長
は「
婚
活
だ
け
で
は
な
く
、

人
と
人
の
交
流
を
増
や
す
こ

と
で
関
東
の
人
に
ま
ず
佐
賀

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
将

来
的
に
は
佐
賀
に
観
光
に
来

て
も
ら
い
、
住
み
良
さ
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
移
住
者

が
増
え
、
佐
賀
の
人
と
結
婚

し
て
も
ら
え
れ
ば
一
番
う
れ

し
い
」
と
述
べ
る
。

福
田
会
長
（
左
）
と

小
川
副
会
長

　
２
０
１
２
年
４
月
に
稼
働

を
開
始
し
た
オ
ー
プ
ン
・
ウ

ェ
ブ
は
、
旅
館
が
自
社
の
予

約
エ
ン
ジ
ン
に
登
録
し
て
い

る
宿
泊
プ
ラ
ン
を
協
会
の
サ

ー
バ
ー
を
通
じ
、
販
路
の
宿

泊
予
約
サ
イ
ト
な
ど
に
提
供

す
る
仕
組
み
。
旅
館
の
支
払

う
手
数
料
率
（
シ
ス
テ
ム
使

用
料
率
）
は
、
主
要
ネ
ッ
ト

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
下
回
る
５

％
に
抑
え
て
い
る
。

　
販
路
は
、ビ
ッ
グ
ロ
ー
ブ
、

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の
ほ
か
、
エ
ボ
ラ

ブ
ル
ア
ジ
ア
、
エ
イ
チ
・
ア

イ
・
エ
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）
、
ト

ラ
ベ
ル
コ
ち
ゃ
ん
、
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
ワ
ン
な
ど
が
運
営
す

る
旅
行
サ
イ
ト
。
各
社
の
宿

泊
予
約
横
断
検
索
サ
イ
ト
な

ど
に
旅
館
の
直
販
プ
ラ
ン
が

表
示
さ
れ
る
。

　
販
売
実
績
は
、
初
年
度
の


年
度
に
は
約
２
７
９
４
万

２
千
円
だ
っ
た
が
、

年
度

に
は
約
４
６
３
２
万
８
千
円

に
増
加
し
た
。
ビ
ッ
グ
ロ
ー

ブ
へ
の
提
供
開
始
な
ど
販
路

の
拡
大
に
伴
っ
て
、
今
年
度

に
は
入
っ
て
か
ら
は
、
４
月

が

・
２
％
増
、
５
月
が


・
６
％
増
、
６
月
が

・
５

％
増
で
推
移
し
て
い
る
。

　
オ
ー
プ
ン
・
ウ
ェ
ブ
事
業

を
担
当
す
る
日
本
旅
館
協
会

Ｉ
Ｔ
戦
略
委
員
会
の
佐
々
木

圭
副
委
員
長
は
「
横
断
検
索

サ
イ
ト
に
は
、
ネ
ッ
ト
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
な
ど
に
提
供
し
て

い
る
自
社
プ
ラ
ン
に
加
え
、

自
社
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
販
売
し
て
い
る
プ
ラ

ン
が
表
示
で
き
、
同
じ
土
俵

で
消
費
者
に
選
ん
で
も
ら
え

る
。
今
後
も
販
路
を
拡
大
し

販
売
を
伸
ば
し
た
い
」
と
話

す
。

　
オ
ー
プ
ン
・

ウ
ェ
ブ
に
接
続

し
て
い
る
会
員

旅
館
は
現
在
、

約
２
５
０
軒
。

予
約
エ
ン
ジ
ン

に
予
約
プ
ロ
、

リ
ザ
ー
ブ
ゲ
ー

ト
、宿
シ
ス
、ヤ

ド
バ
ン
ス
、予

約
番
、て
な
わ

ん
を
使
っ
て
い

る
旅
館
で
あ
れ

ば
、通
常
登
録

し
て
い
る
プ
ラ

ン
を
加
工
す
る

こ
と
な
く
活
用

で
き
、す
ぐ
に
接
続
が
可
能
。

旅
館
協
会
で
は
、支
部
ご
と

に
開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

の
機
会
を
通
じ
て
会
員
旅
館

に
接
続
を
呼
び
か
け
る
。

　
オ
ー
プ
ン
・
ウ
ェ
ブ
事
業

化
の
背
景
に
は
、
宿
泊
予
約

に
お
け
る
大
手
ネ
ッ
ト
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
の
寡
占
化
へ
の
懸

念
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
販

売
を
特
定
の
ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
に
依
存
す
る
と
、
手

数
料
率
の
引
き
上
げ
な
ど
の

条
件
変
更
も
受
け
入
れ
ざ
る

を
得
な
い
。
旅
館
業
界
自
ら

多
様
な
販
路
を
確
保
し
、
宿

泊
需
要
を
拡
大
す
る
試
み
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。

【
向
野
悟
】

　
旅
行
会
社
、
航
空
会
社
、

ホ
テ
ル
な
ど
で
構
成
す
る
旅

行
業
界
の
任
意
団
体
、
ト
ラ

ベ
ル
懇
話
会（
１
４
８
会
員
）

は
４
日
、
第

期
通
常
総
会

を
東
京
都
千
代
田
区
の
帝
国

ホ
テ
ル
東
京
で
開
き
、
第


期
の
新
役
員
体
制
を
決
め

た
。

　
会
長
に
は
会
長
代

行
を
務
め
て
い
た
福

田
叙
久
氏
（
ア
サ
ヒ

ト
ラ
ベ
ル
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
会
長
）

が
就
任
。
副
会
長
に

は
小
川
亘
氏
（
近
畿
日
本
ツ

ー
リ
ス
ト
社
長
）
と
原
勇
二

氏
（
風
の
旅
行
社
社
長
）
が

就
い
た
。

　
新
任
理
事
に
は
、
市
川
裕

美
氏
（
ジ
ェ
イ
バ
社
長
）
、

片
山
エ
ド
ワ
ー
ド
氏
（
ク
ロ

ア
チ
ア
政
府
観
光
局
日
本
代

表
）
、
百
木
田
康
二
氏
（
東

武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
取
締

役
）
、
菊
池
悦
夫
氏
（
エ
ー

ス
損
害
保
険
Ａ
＆
Ｈ
営
業
本

部
長
）
、
田
口
真
也
氏
（
グ

ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
高
輪
営
業

支
配
人
）
、
西
山
徹
氏
（
日

本
橋
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

副
社
長
）
、
藤
田
克
己
氏

（
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
社
長
）
、

吉
田
修
氏
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

東
海
ツ
ア
ー
ズ
社
長
）
の
８

人
が
就
い
た
。

　
ト
ラ
ベ
ル
懇
話
会
は
月
１

回
程
度
の
頻
度
で
外
部
講
師

を
迎
え
た
勉
強
会
を
開
く
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
観
光
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
外

国
人
旅
行
者
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
な
ど
に
自

然
災
害
情
報
を
提
供
し
て
い

る
ア
プ
リ
「
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ

　
ｔ
ｉ
ｐ
ｓ
」
の
内
容
を
拡

充
し
た
。
従
来
の
地
震
・
津

波
情
報
に
加
え
、
大
雨
や
噴

火
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
追

加
。
自
動
通
知
す
る
情
報
の

内
容
も
拡
充
し
た
。
対
応
言

語
も
英
語
に
加
え
、
中
国
語

（
繁
体
字
、
簡
体
字
）
、
韓

国
語
、
日
本
語
を
追
加
し
て

い
る
。

　
提
供
す
る
気
象
情
報
で
は

地
震
・
津
波
情
報
に
加
え
、

大
雨
、
大
雪
、
暴
風
、
暴
風

雪
、
波
浪
、
高
潮
、
洪
水
に

関
す
る
警
報
以
上
の
情
報
を

追
加
。
発
令
中
の
噴
火
情
報

の
提
供
も
始
め
た
。

　
利
用
者
の
位
置
情
報
や
設

定
地
点
に
基
づ
き
自
動
的
に

通
知
さ
れ
る
情
報
で
は
、
緊

急
地
震
速
報
、
津
波
警
報
に

加
え
、大
雨
、大
雪
、暴
風
、

暴
風
雪
、
波
浪
、
高
潮
の
特

別
警
報
を
追
加
し
た
。

　
対
応
言
語
を
多
言
語
化
し

た
ほ
か
、
宿
泊
施
設
や
観
光

施
設
が
対
応
し
や
す
い
よ
う

に
日
本
語
も
追
加
し
た
。

　
ア
プ
リ
は
観
光
庁
が
昨
年


月
に
提
供
を
ス
タ
ー
ト
。

外
国
人
旅
行
者
に
活
用
し
て

も
ら
う
た
め
、
空
港
や
観
光

案
内
所
な
ど
外
国
人
が
訪
れ

る
場
所
で
の
周
知
を
強
化
し

て
い
く
。

　
ア
プ
リ
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

　
Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
、
ま
た
は
Ａ
ｐ

ｐ
　
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
で
無
料
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。


